
は

じ

め

に

網
野
善
彦
の

網
野
善
彦
が
示
し
た
、
既
存
の
日
本
史
へ
の
批
判
や
そ
れ
に
代
わ

る
大
き
な
構
想
力
は
、
歴
史
地
理
学
の
立
場
か
ら
山
村
や
焼
畑
を
研

究
し
て
き
た
筆
者
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
導
き
で
あ
り
、
励
ま
し
で

あ
っ
た
。
筆
者
は
氏
の
お
姿
を
拝
見
し
た
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
直

接
言
葉
を
い
た
だ
く
機
会
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
、
つ
く
づ
く
残
念

に
思
う
。
し
か
し
、
氏
の
遺
さ
れ
た
多
く
の
著
作
は
、
今
も
っ
て

様
々
な
ヒ
ン
ト
や
宿
題
を
与
え
て
く
れ
る
。
小
稿
で
は
、
「
非
農
業

民
」
の
一
っ
と
し
て
網
野
が
し
ば
し
ば
言
及
し
た
「
山
民
」
に
着
目

し
て
、
こ
の
概
念
の
射
程
と
課
題
に
つ
い
て
、
改
め
て
振
り
返
り
つ

つ
検
討
す
る
。

「
山
民
」

概
念

山
村
や
焼
畑
の
歴
史
地
理
を
研
究
し
て
き
た
箪
者
に
と
っ
て
、
い

う
ま
で
も
な
く
氏
の
「
山
民
」
概
念
は
豊
か
な
剌
激
を
与
え
て
く
れ

る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
概
念
に
直
接
依
拠

し
て
研
究
を
展
開
す
る
こ
と
に
は
難
し
さ
が
あ
り
、
た
め
ら
い
を
感

じ
る
面
も
あ
っ
た
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
氏
と
同
じ
広
い
視
野
と

圧
倒
的
な
力
量
を
以
て
こ
の
概
念
を
使
い
こ
な
す
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
点
に
あ
る
。
ま
た
、
筆
者
は
古
代
・
中
世
よ
り
も
近
世
・
近

代
に
関
心
の
比
重
が
あ
り
、
政
治
的
に
も
空
間
的
に
も
村
落
と
し
て

切
り
取
り
や
す
い
「
山
村
」
概
念
の
ほ
う
が
扱
い
や
す
か
っ
た
こ
と

も
大
き
い
。
さ
ら
に
、
「
由
民
」
と
い
う
言
葉
は
、
氏
の
意
図
す
る

と
こ
ろ
と
は
か
か
わ
り
な
く
、
あ
る
種
の
歴
史
的
な
系
譜
と
同
質
性

を
も
つ
集
団
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
た
め
に
、
そ
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
か
ら
距
離
を
置
き
た
い
と
い
う
意
図
も
あ
っ
た
。

米

家

泰

作
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そ
し
て
、
第
四
の
重
要
な
理
由
と
し
て
は
、
氏
は
「
山
民
」
に
つ

い
て
繰
り
返
し
言
及
を
し
て
い
る
も
の
の
、
「
海
民
」
と
は
対
照
的

に
、
具
体
的
で
詳
細
な
検
討
に
は
踏
み
込
ん
で
お
ら
ず
、
氏
の
意
図

が
掴
み
づ
ら
い
た
め
で
あ
る
。
氏
の
著
作
に
は
、
『
海
民
と
日
本
社

会
』
や
、
「
海
民
と
列
島
文
化
」
を
副
題
と
し
て
い
た
『
日
本
社
会

再
考
』
は
あ
る
が
、
『
山
民
と
日
本
社
会
」
や
『
山
民
と
列
島
文
化
』

は
書
か
れ
な
か
っ
た
。
「
山
民
」
と
「
海
民
」
は
一
対
の
概
念
の
よ

う
に
提
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
氏
の
関
心
と
学
問
的
情
熱

は
、
圧
倒
的
に
後
者
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
「
山
民
」
に
関
す
る
氏
の
問
題
提
起
は
、
山
村
や
森
林
に
関

わ
る
地
理
学
や
民
俗
学
の
研
究
で
も
よ
く
参
照
さ
れ
、
氏
の
問
題
意

識
を
積
極
的
に
共
有
す
る
意
図
で
引
用
さ
れ
て
き
た
傾
向
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
小
稿
で
は
、
ま
ず
「
山
民
」
を
め
ぐ
る
網
野
善
彦
の
関

心
の
展
開
を
跡
づ
け
、
そ
こ
で
論
じ
ら
れ
た
内
実
や
想
定
、
お
よ
び

問
題
提
起
さ
れ
た
事
柄
の
区
別
に
留
意
し
な
が
ら
整
理
す
る
。
そ
の

上
で
、
氏
の
問
題
提
起
そ
の
も
の
の
意
義
に
つ
い
て
は
十
分
に
理
解

さ
れ
た
現
在
、
氏
の
遺
し
た
課
題
を
批
判
的
に
継
承
す
る
た
め
の
方

向
に
つ
い
て
、
若
干
の
議
論
を
行
い
た
い
。

網
野
善
彦
の

「
山
民
」
を
た
ど
っ
て

最
初
に
触
れ
た
よ
う
に
、
網
野
善
彦
に
は
「
山
民
」
を
題
目
に
掲

げ
た
専
論
的
な
著
作
が
な
く
、
氏
の
「
山
民
」
論
を
端
的
に
示
し
た

代
表
作
と
い
え
る
も
の
が
な
い
。
そ
こ
で
、
岩
波
書
店
か
ら
刊
行
さ

-
2
-

れ
た
著
作
集
を
利
用
し
て
、
網
野
の
「
山
民
」
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

著
作
集
は
王
要
著
作
を
ま
と
め
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
網
野
の
主
張
を

代
表
す
る
著
作
は
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
著
作
集
別
巻
の
事
項
索
引
か

ら
「
山
民
」
（
な
い
し
「
山
の
民
」
）
に
言
及
し
た
著
作
を
示
し
た
の
が
、

【表
1
】
で
あ
る
。
こ
の
事
項
索
引
は
、
文
献
ご
と
に
語
旬
の
採
否
に

や
や
揺
れ
幅
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
「
山
民
」
は
の
べ
四

0
ヵ
所
、
「
山
の
民
」
は
ニ
ヵ
所
が
採
ら
れ
、
【
表
1
】
の
二

0
の
文

献
に
及
ん
で
い
る
（
以
下
、
表
中
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
書
誌
情
報
を
注
記

し
な
い
）
。

こ
の
う
ち
最
初
期
の
例
は
、
一
九
七

0
年
の
「
鎌
倉
末
期
の
諸
矛

盾
」
で
あ
り
、
山
賊
•
海
賊
と
呼
ば
れ
た
人
々
に
「
非
農
業
民
ー
山

民
•
海
民
な
ど
の
集
団
」
を
認
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
江

国
西
北
部
の
葛
川
（
現
在
の
大
津
市
北
部
付
近
、
安
昼
川
上
流
域
）
で
焼
畑

を
営
む
「
悪
党
」
に
言
及
し
つ
つ
、
「
山
海
民
の
定
着
が
進
み
、

農
・
漁
村
・
山
村
が
徐
々
に
形
成
」
さ
れ
た
と
も
述
べ
て
い
る
。
次

い
で
、
一
九
七
三
年
の
「
荘
園
公
領
制
の
形
成
と
構
造
」
に
お
い
て
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［表1I 「山民」に言及した網野善彦の主要著作

刊行年 題目 初出 後に収録された著作
著作集

（巻）

1970 鎌倉末期の諸矛盾
「講座日本史3 封建社会 「悪党と海賊」（法政大学出版

6 
の展開J(東京大学出版会） 局、 1995年）第2部第 1章

1973 
荘園公領制の形成と 「体系日本史叢書6 土地 「日本中世土地制度史の研究」

3 
構造 制度史IJ(山川出版社） （塙苫房、 1991年）第 1部

1974 
「日本の歴史10 蒙

小学館 5 
古襲来J

1978 
「中世東寺と東寺領

東京大学出版会 2 
荘園」

1980 
「日本中世の民衆

岩波書店 8 
像一平民と職人」

1984 
「中世の非農業民と

岩波書店 7 
天皇J

1984 中世の旅人たち
「日本民俗文化体系 6 漂 「日本論の視座」（小学館、

11 
泊と定着」（小学館） 1990年）第3章

日本中世の自由につ
「中世再考J(日本エデイター

1985 「年報中世史研究」 10号 スクール出版部、 1986年）第 12 
いて

1部第1章

1985 中世民衆生活の様相 「千葉史学」 7号 「同上」第 1部第2章 13 

1987 境界領域と国家
「日本の社会史2 境界領

15 
域と交通」（岩波書店）

中世前期における職 「日本中世史研究の軌跡」
「日本中世の百姓と職能民」

1988 
能民の存在形態 （東京大学出版会）

（平凡社、 1998年）第2部第 1 8 
章

1989 荘園史の視角
「講座日本荘園史 1 荘園

3 
入門」（吉川弘文館）

日本列島とその周 「岩波講座日本通史 l 日
1993 辺ー「日本論」の現 本列島と人類社会」（岩波魯 17 
在 店）

日本社会再考一海の
「海と列島文化別巻漂 「日本社会再考ー海からみた

1993 
視点から

流と漂着・総索引J(小学 列島文化J(小学館、 2004年） 10 
館） 序章

1994 
「日本社会再考ー海

小学館
「同上』（改題・再構成して再

10 
民と列島文化J 刊）

1994 悪党と海賊 「大谷学報J73巻2号 「悪党と海賊J(前掲参照）終章 6 

1997 「日本社会の歴史」 岩波書店 16 

「中世民衆の生業と技術J(東

1997 日本中世の桑と養蚕 「歴史と民俗J14号 京大学出版会、 2001年）第4 ， 
章

2000 
「日本の歴史00「日

講談社 17 
本」とは何かJ

「日本中世に何が起

2006 きたか一都市と宗教 洋泉社 12 
と「汽本主義」」
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も
、
「
鎌
倉
前
期
ま
で
に
、
「
諸
国
流
浪
」
の
状
態
に
あ
っ
た
山
民
・

海
民
の
定
着
は
著
し
く
進
展
し
た
」
と
述
べ
、
や
は
り
葛
川
の
焼
畑

に
言
及
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
「
山
民
」
は
明
確
に
概
念
規

定
し
て
用
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
「
非
農
業
」
と
は
い
え
な
い

焼
畑
へ
の
言
及
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
「
悪
党
」
へ
の
関
心
は
、
一

九
九
四
年
の
「
悪
党
と
海
賊
」
で
も
再
論
さ
れ
、
「
海
民
・
山
民
を

従
え
た
海
・
山
の
領
主
」
と
い
う
表
現
で
、
海
賊
や
山
賊
が
捉
え
ら

れ
て
い
る
。

一
九
七
四
年
の
『
蒙
古
襲
来
』
で
は
、
「
「
殺
生
」
を
業
と
す
る

人
々
」
の
節
の
最
初
に
「
山
の
民
」
の
見
出
し
が
設
け
ら
れ
、

「
荒
々
」
し
く
、
「
お
そ
ろ
し
い
」
山
の
民
と
し
て
、
京
都
北
郊
の
八

瀬
童
子
や
山
城
国
大
住
荘
（
現
在
の
京
都
府
京
田
辺
市
北
部
付
近
）
が
例
示

さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
炭
を
焼
き
、
薪
を
売
る
「
山
仕
事
」
を
生
業

と
す
る
集
団
と
さ
れ
、
後
者
の
人
々
は
用
水
相
論
の
激
し
さ
に
「
山

の
民
」
ら
し
さ
を
見
い
だ
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
の
ほ
か
の
箇
所

で
は
、
「
山
民
•
海
民
・
商
工
民
」
の
大
部
分
が
権
門
の
保
護
の
下

で
遍
歴
・
浮
浪
し
て
い
た
と
さ
れ
、
天
皇
と
の
結
び
つ
き
も
示
唆
さ

れ
て
い
る
。

一
九
七
八
年
の
『
中
世
東
寺
と
東
寺
領
荘
園
』
終
章
で
は
、
田
地

の
制
度
的
特
質
と
非
農
業
的
・
非
水
田
的
生
産
物
の
関
係
を
論
じ
る

箇
所
で
、
律
令
制
下
で
贄
を
貢
進
し
た
「
海
民
・
山
民
」
が
、
「
班

田
制
ー
郷
里
制
」
の
外
に
あ
る
か
、
班
田
農
民
の
姿
で
し
か
表
れ
な

い
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
九
八

0
年
の
『
日
本
中
世
の
民
衆
像
』
に

も
類
似
の
記
述
が
あ
り
、
海
民
や
山
民
の
実
態
が
古
文
書
・
古
記
録

に
表
れ
ず
、
「
文
書
と
実
態
と
の
乖
離
」
が
大
き
い
こ
と
に
注
意
を

向
け
て
い
る
。

こ
う
し
た
山
民
（
や
海
民
）
へ
の
関
心
が
理
論
化
さ
れ
る
上
で
、
や

は
り
一
九
八
四
年
の
『
中
世
の
非
農
業
民
と
天
皇
』
の
意
義
が
大
き

い
。
そ
の
序
章
で
は
、
非
農
業
民
と
は
「
農
業
以
外
の
生
業
に
主
と

し
て
携
わ
り
、
山
野
河
海
、
市
・
津
・
泊
、
道
な
ど
の
場
を
生
活
の

舞
台
と
し
て
い
る
人
々
、
海
民
・
山
民
を
は
じ
め
、
商
工
民
・
芸
能

民
等
々
」
だ
と
さ
れ
た
。
こ
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
「
山
民
」
と
は
山

野
を
生
活
の
舞
台
と
し
、
主
に
農
業
以
外
の
生
業
に
携
わ
っ
て
い
た

人
々
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
本
書
第
一
章
で
は
、
山
に
関
わ

る
供
御
人
と
し
て
、
栗
栖
、
櫛
生
、
檜
物
、
輔
櫨
や
小
野
山
の
例
が

分
析
さ
れ
、
山
野
河
海
に
対
す
る
天
皇
の
支
配
権
と
の
関
わ
り
が
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
指
摘
は
、
同
年
の
「
中
世
の
旅
人
た

ち
」
に
お
い
て
も
、
詳
し
く
論
じ
ら
れ
た
。

た
だ
し
、
『
中
世
の
非
農
業
民
と
天
皇
』
で
、
第
二
部
・
第
三
部

が
海
民
と
鋳
物
師
に
充
て
ら
れ
た
の
に
比
べ
て
、
山
民
に
関
し
て
は

独
立
し
た
部
や
章
も
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
序
章
に
は
、
「
山
民
に

つ
い
て
は
、
史
料
の
不
足
か
ら
十
分
に
明
ら
か
に
し
難
い
」
と
の
言

葉
が
あ
り
、
網
野
に
と
っ
て
実
の
と
こ
ろ
、
な
お
未
開
拓
な
領
域
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
山
民
に
関
す
る
網
野
の
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言
及
は
、
必
ず
し
も
具
体
的
な
事
例
分
析
を
伴
わ
な
い
ま
ま
、
海
民

な
ど
の
ほ
か
の
「
非
農
業
民
」
や
「
職
人
」
、
「
職
能
民
」
と
包
括
す

る
形
で
言
及
さ
れ
る
傾
向
が
、
本
書
の
後
も
続
く
こ
と
に
な
る
。
一

九
八
五
年
の
「
日
本
中
世
の
自
由
に
つ
い
て
」
や
「
中
世
民
衆
生
活

の
様
相
」
、
一
九
八
七
年
の
「
境
界
領
域
と
国
家
」
で
言
及
さ
れ
る

山
民
が
そ
う
で
あ
る
。
一
九
八
八
年
の
「
中
世
前
期
に
お
け
る
職
能

民
の
存
在
形
態
」
に
お
い
て
も
、
「
神
人
・
供
御
人
制
」
が
「
職
能

民
、
非
農
業
民
の
支
配
の
た
め
の
王
朝
国
家
の
制
度
」
だ
と
強
調
し

た
上
で
、
「
山
民
的
な
職
能
民
」
の
存
在
が
示
唆
さ
れ
て
お
り
、
こ

う
し
た
立
場
は
、
一
九
八
九
年
の
「
荘
園
史
の
視
角
」
に
も
反
映
さ

れ
て
い
る
。

一
九
九

0
年
代
に
入
る
と
、
網
野
は
中
世
史
と
い
う
枠
を
越
え
て
、

よ
り
大
き
な
時
間
の
な
か
で
「
山
民
」
に
言
及
す
る
よ
う
に
な
る
。

「
日
本
論
」
の
視
座
を
提
起
し
た
網
野
に
は
、
日
本
史
と
い
う
一
領

野
を
め
ぐ
る
総
説
や
総
論
を
執
筆
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、
そ
の
な

か
で
「
山
民
」
に
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
『
岩
波
講

座
日
本
通
史
』
の
巻
頭
に
据
え
ら
れ
た
一
九
九
三
年
の
「
日
本
列
島

と
そ
の
周
辺
」
で
は
、
「
列
島
社
会
の
非
農
業
的
特
質
」
が
提
起
さ

れ
、
非
農
業
的
・
非
水
田
的
要
素
の
比
重
の
大
き
さ
が
改
め
て
強
調

さ
れ
る
な
か
で
、
「
海
民
・
平
地
民
・
山
民
」
の
分
業
と
三
者
間
の

交
易
が
古
く
か
ら
成
立
し
て
い
た
と
の
見
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
中
世
の
供
御
人
や
職
能
民
を
想
定
し
た
「
山
民
」
で
な
く
、

弥
生
時
代
も
視
野
に
入
れ
た
長
い
時
間
の
な
か
で
述
べ
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
、
そ
れ
ま
で
の
網
野
の
議
論
と
は
趣
が
異
な
っ
て
い
る
。

海
•
平
地
・
山
地
と
い
う
地
形
的
区
分
で
生
業
が
異
な
る
と
い
う
理

解
を
、
通
史
的
理
解
の
基
礎
に
置
こ
う
と
し
た
か
に
み
え
る
。

一
方
、
同
じ
一
九
九
三
年
の
「
日
本
社
会
再
考
」
と
、
こ
れ
を
収

録
し
て
翌
年
同
じ
書
名
で
出
版
さ
れ
た
『
日
本
社
会
再
考
』
は
、
海

民
に
焦
点
を
置
く
た
め
に
、
「
山
民
」
に
言
及
す
る
比
重
は
小
さ
い

が
、
終
章
で
は
山
畠
や
原
で
の
樹
木
や
工
芸
作
物
の
栽
培
に
触
れ
、

農
業
を
田
畠
の
作
物
に
限
定
せ
ず
多
角
的
に
捉
え
る
こ
と
で
、
「
農

人
」
の
実
態
と
、
「
山
民
」
と
の
関
わ
り
を
問
う
姿
勢
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
指
摘
は
、
一
九
九
七
年
の
「
日
本
中
世
の
桑
と
蓑
蚕
」
で

詳
説
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

残
る
三
つ
の
著
作
、
一
九
九
七
年
の
「
日
本
社
会
の
歴
史
」
、
ニ

0
 0
0
年
の
『
「
日
本
」
と
は
何
か
』
、
お
よ
び
二

0
0
六
年
の
『
日

本
中
世
に
何
が
起
き
た
か
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
や
は
り
「
山
民
」
へ

の
言
及
が
あ
る
が
、
一
般
向
け
の
著
作
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
既
存

の
著
作
で
示
し
た
見
解
の
再
論
が
多
い
。
た
だ
、
『
日
本
中
世
に
何

が
起
き
た
か
』
で
は
、
「
「
海
民
」
、
「
山
民
」
の
用
語
は
ど
う
や
ら
通

用
す
る
よ
う
に
」
な
っ
た
と
の
自
負
の
言
が
あ
り
、
網
野
に
と
っ
て

「
山
民
」
は
、
「
海
民
」
と
と
も
に
、
旧
来
の
歴
史
観
に
対
す
る
異
議

申
し
立
て
を
込
め
た
、
重
要
な
概
念
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

な
お
、
著
作
集
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
【
表
1
】
に
は
掲
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右
に
た
ど
っ
た
よ
う
に
、
網
野
は
自
身
の
「
山
民
」
論
を
明
確
に

ま
と
ま
っ
た
形
で
示
し
た
こ
と
が
な
く
、
悪
党
や
非
農
業
民
論
、
職

人
や
職
能
民
を
議
論
す
る
な
か
で
、
「
山
民
」
に
言
及
し
て
き
た
。

た
だ
し
、
「
山
民
」
へ
の
言
及
は
遅
く
と
も
一
九
七

0
年
代
か
ら
散

見
さ
れ
、
一
九
八

0
年
代
以
降
、
職
人
や
「
非
農
業
民
」
に
関
す
る

著
作
を
次
々
と
刊
行
す
る
伏
線
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

日
本
史
の
通
史
的
な
視
座
の
な
か
で
「
山
民
」
に
触
れ
始
め
た
一
九

網
野
が
「
山
民
」
に
込
め
た
も
の

げ
て
い
な
い
が
、
一
九
九
八
年
に
山
梨
日
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た

「
山
梨
の
歴
史
を
よ
み
な
お
す
」
に
は
、
「
山
の
民
—
多
種
多
様
な
産

-3) 

品
」
や
「
漆
器
—
山
の
民
が
技
術
を
培
う
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
網

野
は
山
梨
県
の
出
身
で
あ
り
、
甲
斐
国
の
山
の
世
界
は
身
近
に
感
じ

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
「
最
近
ま
で
甲
斐
の
山
々
に
は

多
く
の
山
民
が
暮
ら
し
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
こ
で
は
甲
斐
の
史
料
が
乏
し
い
と
し
て
、
他
地
域
の
古
代
・
中
世

の
林
業
や
漆
栽
培
の
例
が
紹
介
さ
れ
、
「
山
民
的
な
百
姓
」
が
豊
か

な
富
を
築
く
こ
と
も
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
著

作
集
の
著
作
目
録
に
よ
れ
ば
、
文
献
の
題
目
に
「
山
民
」
を
含
む
論

考
は
な
く
、
「
山
の
民
」
を
含
む
も
の
が
わ
ず
か
に
二
点
あ
り
、
そ

{
4
)
 

れ
が
右
の
連
載
記
事
で
あ
っ
た
。

九
0
年
代
以
降
に
つ
い
て
は
別
と
し
て
、
中
世
の
「
山
民
」
に
関
す

る
網
野
の
問
題
意
識
は
、
大
き
く
整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
だ

ろ
う
。第
一
に
、
水
田
を
中
心
と
す
る
土
地
支
配
の
周
縁
や
外
側
に
あ
る

人
々
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
個
別
的
な
土
地
の
支
配
や
私
有
の
論

理
が
及
び
に
く
い
山
野
と
い
う
広
大
な
自
然
に
働
き
か
け
る
た
め
に
、

天
皇
や
権
門
の
下
で
特
権
的
な
立
場
を
得
て
、
あ
る
種
の
集
団
を
形

成
し
て
い
た
こ
と
が
焦
点
と
な
る
。

第
二
に
、
生
業
の
中
心
は
果
実
（
特
に
栗
）
や
林
産
物
の
生
産
に
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
平
野
部
な
い
し
都
市
に
こ
れ
ら
を
供
給
し

て
い
た
こ
と
が
重
視
さ
れ
、
農
業
を
含
む
自
給
自
足
的
な
生
活
よ
り

も
、
分
業
と
流
通
の
経
済
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
を
表
現
す
る
た
め
に
、
な
ぜ
「
山
民
」
と
い

う
語
彙
を
選
択
し
た
の
か
、
網
野
は
必
ず
し
も
説
明
し
て
い
な
い
。

「
山
民
」
と
い
う
語
彙
自
休
は
民
俗
学
で
は
よ
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、

網
野
の
創
意
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
他
の
研
究
者
が
用
い
た
「
山

民
」
に
直
接
言
及
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
高
取
正
男
が
論
じ
た
古
代

の
「
山
民
」
に
つ
い
て
は
何
度
か
触
れ
て
い
る
も
の
の
、
自
身
の
概

-
5
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念
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
特
に
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、

「
海
民
」
と
並
列
す
る
姿
勢
は
一
貫
し
て
お
り
、
ま
た
、
暗
に
「
農

民
」
と
対
比
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
山
地
に
お
い
て
果

実
や
林
産
物
の
生
産
を
担
っ
た
職
能
的
な
集
団
と
し
て
捉
え
て
い
た
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こ
と
は
、
間
違
い
な
い
。

た
だ
し
、
網
野
が
想
定
し
て
い
る
山
地
は
、
決
し
て
高
山
や
奥
地

山
村
で
は
な
く
、
京
都
近
郊
の
八
瀬
童
子
や
、
河
内
と
の
国
境
に
近

い
山
城
国
大
住
荘
を
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
低
山
や

山
麓
部
を
含
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
地
形
的
に
山
岳
地
帯
で
あ

る
こ
と
よ
り
も
、
農
地
の
占
め
る
比
重
が
小
さ
く
、
樹
木
に
富
む
地

域
が
「
山
民
」
の
活
動
舞
台
な
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
空
間
的
に
隔

離
さ
れ
た
集
団
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
、

も
と
も
と
網
野
に
と
っ
て
「
山
民
」
は
職
能
民
と
し
て
の
位
置
づ
け

が
強
く
、
非
農
業
的
な
生
業
の
専
門
的
な
担
い
手
と
し
て
想
定
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
「
山
民
」
へ
の
関
心
の
持
ち
方
は
、
「
山
民
」
を
農
民

と
し
て
捉
え
る
こ
と
を
徹
底
し
て
批
判
し
、
ま
た
、
生
業
ご
と
に
細

分
し
て
専
門
的
な
担
い
手
を
想
定
す
る
面
に
、
よ
く
表
れ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
「
材
木
、
樽
、
桧
皮
な
ど
を
年
貢
と
し

て
貢
進
し
て
い
る
百
姓
た
ち
は
、
多
少
の
田
畠
を
耕
作
し
、
焼
畑
に

従
事
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
主
と
し
て
柚
仕
事
や
製
材
を

生
業
に
携
わ
る
人
々
」
で
あ
り
、
「
農
民
」
で
は
な
く
「
林
業
民
」

[
6
)
 

と
呼
ぶ
べ
き
だ
と
網
野
は
提
案
す
る
。
ま
た
、
「
「
製
炭
民
」
、
「
養
蚕

民
」
の
よ
う
な
用
語
を
諸
生
業
に
即
し
て
創
り
出
し
て
い
く
必
要
」

や
、
「
農
村
、
漁
村
、
林
村
、
エ
村
、
商
村
等
々
」
の
村
落
類
型
を

提
案
し
て
い
る
（
『
日
本
中
世
に
何
が
起
き
た
か
』
）
。
こ
う
し
た
語
彙
の
創

出
は
、
「
山
民
」
や
山
村
を
「
村
落
生
活
の
多
様
さ
に
即
し
」
て
、

よ
り
細
分
化
あ
る
い
は
具
体
化
す
る
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
い

え
る
。
逆
に
い
え
ば
、
網
野
に
と
っ
て
「
山
民
」
と
は
、
樹
木
に
関

す
る
様
々
な
専
門
的
な
職
能
民
を
総
称
す
る
概
念
で
あ
り
、
そ
う
し

た
生
業
を
複
合
的
に
営
む
‘
―
つ
の
「
山
民
」
と
い
う
集
団
が
想
定

さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る
。

一
方
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
一
九
九

0
年
代
以
降
、
日
本
史
を

通
史
的
に
捉
え
る
視
座
の
な
か
で
散
見
さ
れ
る
「
海
民
•
平
地
民
・

山
民
」
と
い
う
表
現
は
、
そ
れ
ま
で
と
は
や
や
趣
が
異
な
り
、
職
能

や
生
業
よ
り
も
、
海
・
平
地
・
山
地
と
い
う
大
ま
か
な
地
形
区
分
に

比
重
を
置
い
た
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
ま
た
、
こ
の
三
者
間
の
交

易
が
古
代
以
前
か
ら
成
立
し
て
い
た
よ
う
な
説
明
は
、
中
世
に
限
定

し
た
職
能
民
と
い
う
捉
え
方
を
超
え
て
、
通
時
代
的
に
三
集
団
が
分

か
れ
て
割
拠
し
て
い
た
よ
う
な
含
み
を
与
え
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。

た
だ
し
、
残
念
な
が
ら
網
野
に
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
さ
ら
に
言
及

す
る
時
間
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
真
意
が
汲
み
取
り
に
く
い
示
唆
を

遺
し
た
ま
ま
、
二

0
0
四
年
に
病
没
さ
れ
た
。

「
山
民
」
概
念
を
越
え
て

前
章
の
整
理
は
、
明
確
に
ま
と
ま
っ
た
「
山
民
」
論
が
書
か
れ
な

か
っ
た
な
か
で
、
網
野
が
こ
の
概
念
に
込
め
よ
う
と
し
た
も
の
を
拾
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網
野
が
「
非
農
業
」
の
世
界
を
汲
み
取
ろ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
農

業
と
非
農
業
を
切
り
離
し
す
ぎ
た
と
い
う
批
判
は
、
し
ば
し
ば
な
さ

n
、}

れ
て
き
た
。
網
野
自
身
も
早
く
か
ら
そ
の
よ
う
な
反
論
を
意
識
し
て
、

『
中
世
の
非
農
業
民
と
天
皇
』
で
は
、
「
焼
畑
の
耕
作
な
ど
ま
で
含
め

て
み
れ
ば
、
な
ん
ら
か
の
形
で
農
業
に
関
わ
り
を
も
た
な
い
非
農
業

民
は
な
か
っ
た
」
（
序
章
）
と
説
明
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
農
業
を

行
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
「
非
農
業
民
」
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
に
氏
の
強
い

拘
り
が
感
じ
取
れ
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
人
々
の
生
業
の
な
か

に
、
中
心
と
な
る
生
業
と
、
そ
う
で
は
な
い
副
次
的
な
生
業
が
あ
り
、

前
者
を
以
て
そ
の
人
を
規
定
し
う
る
と
い
う
判
断
が
働
い
て
い
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
判
断
は
、
現
代
で
も
、
例
え
ば
「
第
一
種
兼
業
農

家
」
と
い
っ
た
用
語
を
用
い
る
時
に
何
を
基
準
と
す
る
か
と
い
う
問

①
「
山
民
」
の
複
合
的
生
業

い
だ
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
氏
が
存
命
で
あ
れ
ば
、
声
を
大
に
し
て

反
論
や
補
足
を
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
後
進
の
私
た
ち

と
し
て
は
、
書
い
て
遺
さ
れ
た
も
の
か
ら
意
図
を
探
り
、
批
判
的
に

継
承
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
焦
点
と

な
る
問
題
を
、
小
稿
で
は
二
点
挙
げ
て
お
き
た
い
。
第
一
は
専
業
的

な
職
能
民
と
し
て
「
山
民
」
を
捉
え
る
視
点
で
あ
り
、
第
二
は
通
史

的
に
「
山
民
」
を
論
じ
る
こ
と
の
是
非
で
あ
る
。

題
と
関
わ
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
が
、
地
理
学
や
民
俗
学
で
は
共
通

理
解
と
な
っ
て
い
る
山
村
の
生
業
の
幅
広
さ
や
複
合
性
を
念
頭
に
置

け
ば
、
何
を
も
っ
と
主
と
し
、
副
と
す
る
の
か
は
、
簡
単
な
問
題
で

は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
生
業
研
究
の
局
面
で
は
、
例
え
ば
時
間
や

労
力
の
配
分
、
あ
る
い
は
生
産
物
や
収
益
の
比
重
と
い
う
経
済
的
な

指
標
を
定
め
る
こ
と
で
判
定
さ
れ
る
事
柄
で
あ
る
と
同
時
に
、
当
事

者
の
主
体
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
主
張
や
、
同
時
代
の
杜
会
的

職
種
の
認
知
と
い
う
面
で
も
決
ま
っ
て
く
る
。
ど
の
よ
う
な
判
断
で

山
民
を
「
山
民
」
だ
と
判
定
す
る
の
か
、
網
野
は
必
ず
し
も
明
示
的

で
は
な
い
が
、
「
百
姓
」
は
農
民
で
は
な
い
と
主
張
す
る
時
は
前
者

の
経
済
的
観
点
に
立
っ
て
お
り
、
供
御
人
と
し
て
の
「
山
民
」
に
着

目
す
る
時
は
後
者
の
杜
会
的
観
点
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し

か
も
供
御
人
ら
は
、
自
身
を
「
山
民
」
だ
と
主
張
す
る
わ
け
で
は
な

く
、
栗
や
櫛
、
檜
、
輛
櫨
、
薪
炭
と
い
っ
た
個
別
の
権
益
に
即
し
て

主
張
す
る
が
故
に
、
史
料
上
は
あ
た
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
単
一
の
生
業

に
専
業
的
に
携
わ
る
職
能
民
と
し
て
立
ち
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
意
味
で
、
前
章
で
触
れ
た
「
林
業
民
」
や
「
製
炭
民
」
、
「
養

蚕
民
」
と
い
っ
た
用
語
の
提
唱
は
、
山
村
や
「
山
民
」
の
生
業
の
、

実
際
の
多
様
な
複
合
性
を
表
現
す
る
の
に
役
立
つ
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
、
主
体
的
あ
る
い
は
社
会
的
に
認
知
さ
れ
た
主
た
る
職
能
を
表

現
す
る
上
で
効
果
的
だ
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
「
主
た
る
職
能
」
を

議
論
す
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
実
態
そ
の
ま
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ま
で
な
い
こ
と
は
、
「
百
姓
」
は
農
民
で
は
な
い
と
す
る
網
野
自
身

の
指
摘
に
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
「
山
民
」
も
ま
た
、
「
林
業
民
」

や
「
製
炭
民
」
だ
と
認
定
す
れ
ば
良
い
と
は
限
ら
な
い
。
こ
れ
に
関

わ
っ
て
網
野
自
身
も
、
「
非
農
業
的
」
生
業
の
担
い
手
と
し
て
供
御

人
や
職
人
に
限
定
し
す
ぎ
た
こ
と
を
自
己
批
判
し
、
「
広
範
な
百
姓

の
営
む
職
能
的
活
動
」
に
注
意
を
向
け
る
べ
き
だ
っ
た
と
振
り
返
っ

て
い
る
こ
と
を
言
い
添
え
て
お
く
（
「
日
本
列
島
と
そ
の
周
辺
」
）
。

こ
う
し
た
農
業
と
「
非
農
業
」
の
区
分
や
関
係
を
捉
え
る
上
で
、

考
え
る
べ
き
も
う
―
つ
の
問
題
を
教
え
て
く
れ
る
の
が
、
山
の
農
業

と
し
て
の
焼
畑
で
あ
る
。
網
野
は
、
「
農
業
を
推
進
す
る
人
々
の
山

野
河
海
に
対
す
る
期
待
と
、
そ
れ
自
体
を
生
活
の
場
と
す
る
人
々
の

関
わ
り
方
と
が
、
本
質
的
に
異
な
っ
て
い
る
」
と
し
、
「
非
農
業
民
」

は
「
無
王
の
場
」
の
論
理
の
「
代
言
人
」
だ
と
す
る
（
「
中
世
の
非
農
業

民
と
天
皇
j

序
章
）
。
こ
の
二
項
対
立
的
な
説
明
に
お
い
て
、
興
味
深

い
こ
と
に
、
網
野
は
「
焼
畑
は
一
応
別
と
し
て
」
と
い
う
但
し
書
き

を
添
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
網
野
は
明
記
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
焼
畑
は
山
野
で
展
開
す
る
農
業
で
あ
り
、
農
業
と

「
非
農
業
」
の
間
を
つ
な
ぐ
性
質
を
帯
び
て
い
る
た
め
に
、
こ
の
二

項
対
立
の
な
か
で
う
ま
く
割
り
切
れ
な
い
存
在
と
な
る
か
ら
で
あ
ろ

、つ
「
山
民
」
を
「
非
農
業
民
」
と
し
て
捉
え
た
い
網
野
に
と
っ
て
、

焼
畑
は
や
や
扱
い
に
困
る
生
業
で
は
な
か
っ
た
か
と
、
筆
者
は
推
測

し
て
い
る
。
食
糧
生
産
の
中
心
を
焼
畑
に
依
拠
し
、
林
産
物
の
生

産
・
流
通
に
携
わ
る
山
村
民
が
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
（
女
）
ら
は

「
山
民
」
な
の
か
、
あ
る
い
は
そ
う
と
は
い
え
な
い
の
か
、
と
い
う

奇
妙
な
問
い
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
焼
畑
は
、
耕
作
期
間
中
は
農

業
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
休
閑
期
が
カ
ヤ
や
山
菜
の
採
取
地
と

な
り
、
ま
た
茶
や
漆
が
叢
生
す
る
こ
と
で
、
山
の
植
物
を
半
栽
培
的
に
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利
用
し
う
る
空
間
と
な
る
。
近
世
中
期
以
降
は
、
休
閑
期
間
で
の
植

林
が
広
ま
り
、
育
成
林
業
と
も
結
び
つ
い
た
。
半
栽
培
と
い
う
観
点

か
ら
み
る
時
、
森
林
の
遷
移
の
な
か
で
植
物
を
利
用
す
る
こ
と
と
焼

畑
と
の
間
に
は
絶
対
的
な
境
界
は
な
く
、
農
業
と
採
集
と
林
業
と
の

間
は
、
む
し
ろ
連
続
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
網
野
は
『
日
本
社
会
再
考
』
終
章
で
、

焼
畑
も
念
頭
に
お
い
て
、
畑
地
で
の
工
芸
作
物
や
樹
木
栽
培
に
関
心

を
寄
せ
、
農
業
と
「
山
民
と
の
か
か
わ
り
」
に
注
意
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
で
網
野
は
、
農
業
と
非
農
業
と
を
峻
別
す
る
手
を
緩
や
か
に
し

た
よ
う
に
み
え
る
。
網
野
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
後
進
の
私
た
ち
は
、

百
姓
は
農
民
で
な
く
、
多
様
な
生
業
の
担
い
手
で
あ
る
こ
と
を
、
出

発
点
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
出
発
点
か
ら
み
れ
ば
、
農
業
と

非
農
業
を
互
い
に
排
他
的
な
関
係
に
持
ち
込
ま
せ
る
必
要
は
な
く
、

む
し
ろ
両
者
が
作
り
出
す
複
合
的
な
生
業
を
捉
え
る
よ
う
努
力
す
る

と
同
時
に
、
過
去
に
お
い
て
も
現
在
に
お
い
て
も
、
両
者
を
峻
別
し

よ
う
と
す
る
作
用
に
注
意
を
振
り
向
け
る
べ
き
だ
ろ
う
。

50 



第
二
の
論
点
と
し
て
、
一
九
九

0
年
代
以
降
、
網
野
が
通
史
的
に

「
山
民
」
を
論
じ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
触

れ
て
お
く
。
日
本
史
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
の
総
論
や
総
説
を
執
筆

す
る
機
会
の
増
え
た
網
野
は
、
中
世
史
に
限
定
し
て
用
い
て
い
た

「
山
民
」
概
念
を
、
「
海
民
・
平
地
民
・
山
民
」
と
い
う
三
つ
の
「
民
」

を
並
置
し
な
が
ら
、
大
き
な
時
間
軸
の
流
れ
の
な
か
で
用
い
た
り
、

あ
る
い
は
弥
生
時
代
を
念
頭
に
お
い
て
言
及
し
た
り
す
る
箇
所
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
「
民
」
の
表
現
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

ま
と
ま
っ
た
民
族
的
な
集
団
で
あ
り
、
歴
史
を
通
じ
て
血
統
的
な
系

譜
が
続
い
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
面
が
あ
る
が
、
網

野
の
そ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
決
し
て
そ
う
で
は
な

く
、
生
業
の
あ
り
方
が
、
海
・
平
地
・
山
地
に
よ
っ
て
区
分
で
き
る

こ
と
を
捉
え
た
も
の
だ
と
理
解
し
て
お
こ
う
。

こ
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
場
合
、
海
と
陸
と
い
う
自
然
環
境
の
違

い
が
生
業
の
選
択
に
与
え
る
影
響
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
に
比
較
し

て
、
日
本
列
島
の
平
地
と
山
地
の
間
に
あ
る
傾
斜
や
植
生
の
違
い
が
、

ど
れ
ほ
ど
影
響
す
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
先
史
時
代
に
遡
っ
て
想

像
す
れ
ば
、
安
定
し
た
農
地
の
面
積
は
小
さ
く
、
平
地
も
森
林
植
生

で
あ
っ
た
り
、
人
為
的
に
形
成
さ
れ
た
灌
木
地
や
草
地
で
覆
わ
れ
た

り
し
た
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

②
通
史
的
な
「
山
民
」

は
可
能
か

土
地
利
用
・
被
覆
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
「
山
民
」
の
生
業
の
基
盤
と

な
り
う
る
植
物
に
満
ち
た
空
間
は
、
古
い
時
代
ほ
ど
平
地
に
も
多

か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
も
、
山
地
と
い
っ
て
も
高
山
の
少
な
い
日
本
列
島
に
お
い
て
、

低
山
の
植
生
は
平
地
と
大
き
く
異
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
、

例
え
ば
、
熱
帯
林
か
ら
冷
帯
林
ま
で
が
狭
い
範
囲
に
ひ
し
め
き
、
性

格
の
異
な
る
森
林
植
物
帯
が
隣
接
し
て
併
存
し
、
高
山
地
帯
に
様
々

な
民
族
が
割
拠
し
て
い
た
台
湾
と
比
較
し
て
み
れ
ば
、
よ
く
わ
か
る

だ
ろ
う
。
日
本
列
島
に
お
い
て
は
、
平
地
と
山
地
の
土
地
利
用
・
被

覆
の
差
違
は
、
先
史
時
代
か
ら
厳
然
と
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
明
確
化
し
た

も
の
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
網
野
の
議
論
は
、

山
地
や
森
林
に
関
す
る
人
為
的
な
環
境
の
変
化
や
改
変
に
つ
い
て
、

十
分
留
意
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
、
後
進
の
私
た
ち
は
か

な
り
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
狩
猟
や
植
物
採
取
と
い
っ
た

「
山
民
」
的
な
生
業
が
、
山
地
と
い
う
よ
り
も
平
地
で
も
盛
ん
に
営

ま
れ
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
は
無
理
で
は
な

く
、
そ
れ
が
次
第
に
山
間
や
奥
山
に
限
定
さ
れ
る
生
業
と
な
っ
て
い

く
過
程
に
着
目
す
る
ほ
う
が
、
有
意
義
だ
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
筆

者
は
、
農
村
と
山
村
の
差
違
が
拡
大
し
、
そ
れ
が
村
落
行
政
の
基
礎

的
な
認
識
と
な
る
時
代
を
近
世
と
想
定
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
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「
海
民
・
平
地
民
・
山
民
」
と
い
う
区
分
が
「
地
形
的
区
分
に
よ
っ

て
ア
プ
リ
オ
リ
に
設
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
」
と
す
る
安
藤
広
道

-ll} 

の
指
摘
に
、
箪
者
は
同
意
し
た
い
。
む
し
ろ
、
「
日
本
列
島
で
は
、

各
地
の
多
様
な
生
業
を
利
用
し
て
、
古
代
か
ら
戦
前
ま
で
、
水
田
稲

作
と
畠
作
の
複
合
経
営
を
中
心
と
し
て
、
採
集
・
狩
猟
・
漁
榜
を
組

{12l 

み
合
わ
せ
た
、
多
角
的
な
生
業
が
一
貫
し
て
営
ま
れ
て
き
た
」
と
い

う
理
解
に
立
つ
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
生
業
の
組
み
合
わ
せ
に
地
域
的

な
差
異
が
生
ま
れ
、
そ
の
差
異
の
あ
る
側
面
が
政
治
的
な
権
益
や
経

済
的
な
分
業
と
結
び
つ
い
て
史
料
に
表
れ
出
る
様
相
を
、
網
野
は

「
海
民
」
や
「
山
民
」
と
し
て
切
り
出
し
て
み
せ
た
の
だ
と
い
え
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
少
な
く
と
も
「
山
民
」
に
関
し
て
、
通
史
的
な
枠
組
み

で
論
を
展
開
す
る
に
は
様
々
な
保
留
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
点
に
関

し
て
は
、
網
野
の
議
論
に
は
不
用
意
な
面
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え

な
い
。そ
の
意
味
で
、
「
山
民
」
概
念
を
通
史
的
に
活
用
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
古
代
以
前
に
遡
っ
て
性
急
に
「
山
民
」
的
生
業

を
認
定
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
生
業
が
山
地
に

限
定
的
な
生
業
と
し
て
、
同
時
代
の
社
会
の
な
か
で
区
分
さ
れ
る
動

向
を
追
う
こ
と
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
網
野
が
示
し
た
よ
う
に
、

供
御
人
と
し
て
樹
木
に
関
わ
る
特
権
的
な
集
団
の
姿
が
み
え
る
様
相

や
、
職
人
の
一
っ
と
し
て
「
山
人
」
が
類
型
化
さ
れ
る
文
脈
に
注
意

を
払
う
こ
と
が
、
「
山
民
」
概
念
に
近
似
し
た
捉
え
方
が
生
ま
れ
る

過
程
に
近
づ
く
道
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
事
例
は

数
少
な
い
も
の
の
、
「
山
民
」
と
い
う
語
彙
が
用
い
ら
れ
た
例
が
あ

る
こ
と
に
も
、
注
意
し
て
お
い
て
良
い
だ
ろ
う
。

『
平
安
遺
文
』
と
『
鎌
倉
遺
文
」
を
検
索
す
れ
ば
、
「
山
民
」
と
い

う
表
現
が
ま
と
ま
っ
て
み
ら
れ
る
例
と
し
て
、
一
三
世
紀
を
中
心
と

[13-

し
て
み
ら
れ
る
高
野
吉
野
境
論
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
こ
で
は
、

吉
野
山
金
峯
山
寺
に
属
す
大
和
国
吉
野
郡
西
部
の
人
々
が
「
山
民
」

と
呼
ば
れ
、
そ
の
狩
猟
や
林
産
物
の
採
取
が
高
野
山
側
か
ら
非
難
さ

C14-

れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
で
用
い
ら
れ
た
「
山
民
」
と
い

う
語
彙
は
、
も
ち
ろ
ん
網
野
の
概
念
で
は
な
く
、
「
吉
野
山
」
領
の

民
と
い
う
含
意
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
急
峻
な
紀
伊
山
地
を

生
活
の
場
と
し
、
林
産
物
の
採
取
や
狩
猟
に
関
わ
る
人
々
の
呼
称
と

し
て
、
通
用
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
網
野
も
ま
た
、
「
山

の
民
」
の
鉄
器
に
言
及
す
る
な
か
で
こ
の
事
例
に
触
れ
、
「
農
民
」

と
い
う
よ
り
「
山
人
」
だ
と
形
容
し
て
い
る
（
「
日
本
中
世
の
自
由
に
つ
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い
て
」
）
。
し
か
し
な
か
ら
、
こ
の
「
山
民
」
と
い
う
語
彙
が
、
中
世
に
お
い

て
一
般
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
右
の
よ
う
な
少
数
の
用

例
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
右
の
例
に
し

て
も
、
関
連
史
料
を
通
じ
て
一
貫
し
て
「
山
民
」
と
称
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
単
に
「
郷
民
」
と
す
る
箇
所
も
目
に
つ
く
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
網
野
が
想
定
し
た
「
山
民
」
が
、
当
時
の
社
会
の
な
か
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以
上
、
小
稿
で
は
、
ま
ず
「
山
民
」
を
め
ぐ
る
網
野
善
彦
の
関
心

を
追
跡
し
、
「
海
民
」
と
比
較
し
て
明
確
な
「
山
民
論
」
が
欠
如
し

て
い
る
も
の
の
、
「
山
民
」
へ
の
言
及
を
通
じ
て
論
じ
ら
れ
た
事
柄

や
想
定
、
問
題
提
起
を
整
理
し
な
が
ら
た
ど
っ
た
。
大
ま
か
に
要
約

す
れ
ば
、
網
野
に
と
っ
て
「
山
民
」
と
は
、
第
一
に
、
「
非
農
業
民
」

論
の
視
点
か
ら
問
題
化
さ
れ
た
人
々
で
あ
り
、
水
田
を
中
心
と
す
る

土
地
支
配
の
周
縁
や
外
側
に
あ
っ
て
、
山
野
と
い
う
広
大
な
自
然
に

働
き
か
け
る
た
め
に
天
皇
や
権
門
の
下
で
特
権
的
な
立
場
を
得
て
、

あ
る
種
の
集
団
を
形
成
し
て
い
た
。
第
二
に
、
生
業
の
中
心
は
果
実

や
林
産
物
の
生
産
に
あ
り
、
農
業
を
含
む
自
給
自
足
的
な
生
活
よ
り

も
、
分
業
と
流
通
の
経
済
を
担
う
専
業
的
な
職
能
民
で
あ
っ
た
こ
と

が
強
調
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
関
心
は
、
当
初
は
中
世
と
い
う
枠
の
な

か
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
網
野
は
一
九
九

0
年
代
以
後
、
通
史
的

な
視
座
の
な
か
で
言
及
す
る
よ
う
に
な
り
、
「
海
民
・
平
地
民
・
山

民
」
と
い
う
地
形
区
分
的
な
理
解
が
現
れ
る
。

こ
う
し
た
網
野
の
問
題
提
起
を
改
め
て
振
り
返
る
時
、
農
業
中
心

お

わ

り

に

で
ど
の
よ
う
に
認
知
さ
れ
、
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
か
は
、
現
代

の
研
究
者
の
概
念
と
は
い
っ
た
ん
別
の
も
の
と
し
て
検
討
す
る
作
業

が
、
積
み
重
ね
ら
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

的
な
い
し
農
本
主
義
的
で
あ
っ
た
既
存
の
日
本
史
像
を
大
き
く
揺
さ

ぶ
っ
た
意
義
を
十
分
に
認
め
つ
つ
も
、
そ
の
「
山
民
」
に
関
す
る
議

論
に
つ
い
て
は
、
単
純
に
追
従
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
課
題
が
内

在
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
の
―
つ
は
、
網
野
の
「
山
民
」
は
、

供
御
人
な
い
し
職
能
民
と
し
て
捉
え
る
問
題
意
識
が
強
く
、
果
樹
や

林
産
物
に
関
わ
る
専
業
的
な
集
団
と
し
て
析
出
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
当
該
の
「
山
民
」
の
も
っ

権
益
や
貢
進
を
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
時
代
の
政
治
的
・
社
会
的

な
位
置
づ
け
に
直
結
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
集
団
の
複
合
的
な

生
業
の
実
態
を
捨
象
し
て
い
た
可
能
性
が
無
視
で
き
な
い
。
焼
畑
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
農
業
と
採
集
や
林
業
は
、
同
じ
空
間
で
の
同

じ
担
い
手
に
よ
る
重
層
的
な
利
用
と
し
て
成
立
し
う
る
。
網
野
は
、

農
業
中
心
的
な
い
し
農
本
主
義
的
な
歴
史
観
と
対
峙
す
る
た
め
に
、

そ
の
よ
う
な
生
業
の
複
合
性
を
、
い
っ
た
ん
は
問
題
の
後
景
に
追
い

や
っ
て
し
ま
う
戦
略
を
選
ん
だ
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
判
断
は
、
山
に
関
わ
る
職
能
集
団
と
し
て
の
「
山

民
」
を
、
通
史
的
枠
組
み
の
な
か
で
や
や
不
用
意
な
形
で
論
じ
る
と

こ
ろ
に
も
表
れ
出
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
農
業
と
「
非
農
業
」
が
複

合
す
る
形
の
生
業
の
あ
り
方
で
な
く
、
平
地
と
山
地
の
生
業
を
単
純

に
区
分
す
る
よ
う
な
歴
史
観
は
、
そ
も
そ
も
平
地
と
山
地
の
土
地
利

用
や
被
覆
が
先
史
時
代
か
ら
明
瞭
に
分
化
し
て
い
た
わ
け
で
な
い
と

い
う
理
解
に
立
て
ば
、
そ
の
ま
ま
で
は
通
用
し
が
た
い
。
む
し
ろ
、
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網
野
が
着
目
し
た
よ
う
な
専
業
的
な
職
能
民
と
し
て
の
「
山
民
」
の

姿
は
、
「
山
民
」
的
な
生
業
が
次
第
に
山
間
や
奥
山
に
限
定
さ
れ
る

生
業
と
な
り
、
そ
の
担
い
手
が
集
団
的
に
認
知
さ
れ
、
社
会
的
な
立

場
を
得
て
い
く
過
程
の
表
れ
と
し
て
、
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
と
は
い
え
そ
れ
は
、
特
権
的
な
集
団
と
し
て
歴
史
の
お
も
て
に

現
れ
た
一
部
で
あ
り
、
果
実
や
草
木
の
利
用
が
、
農
業
の
担
い
手
か

ら
分
離
す
る
事
態
を
意
味
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

以
上
、
断
片
的
な
形
で
展
開
さ
れ
て
き
た
網
野
の
「
山
民
」
概
念

に
つ
い
て
、
歴
史
地
理
学
で
育
っ
た
筆
者
な
り
の
考
え
を
ぶ
つ
け
て

み
た
。
ま
と
ま
っ
た
「
山
民
論
」
を
提
示
し
た
つ
も
り
の
な
い
網
野

自
身
か
ら
み
れ
ば
、
揚
げ
足
取
り
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
に
違
い
な
く
、

ま
た
、
多
少
の
問
題
は
承
知
の
上
で
声
を
大
に
し
て
論
じ
ら
れ
て
い

た
事
柄
も
多
か
っ
た
と
想
像
す
る
。
小
論
の
指
摘
自
体
も
、
氏
の

「
非
農
業
民
」
に
関
す
る
批
判
と
し
て
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

課
題
と
重
な
る
面
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
で
も
、
山
村
・
山
民
の
視

点
か
ら
み
た
網
野
善
彦
論
が
意
外
に
乏
し
い
現
状
に
お
い
て
は
、
甚

本
的
な
課
題
、
と
り
わ
け
「
山
民
」
概
念
の
扱
い
の
難
し
さ
や
、
史

料
か
ら
「
山
民
」
を
析
出
す
る
際
に
生
じ
る
問
題
を
整
理
す
る
意
味

は
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
問
題
は
、
筆
者
の
よ
う
な
歴
史
地
理
学
や
文

化
地
理
学
、
お
よ
び
歴
史
民
俗
学
の
立
場
か
ら
山
村
・
山
民
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
者
に
と
っ
て
、
よ
り
重
要
な
問
題
で
は
な
い
か
と
考
え

る。

と
は
い
え
、
現
在
で
は
白
水
智
氏
の
よ
う
に
、
中
世
以
前
の
山
村

や
森
林
利
用
の
あ
り
方
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
着
実
に
成
果
を
積
み
重

-16-

ね
る
歴
史
学
者
も
増
え
て
き
た
。
網
野
は
、
「
山
民
」
よ
り
も
「
海

民
」
に
圧
倒
的
な
学
問
的
関
心
と
情
熱
を
注
い
だ
が
、
そ
れ
が
前
者

に
関
す
る
手
が
か
り
の
絶
対
的
な
不
足
で
な
く
、
氏
自
身
の
関
心
の

赴
く
と
こ
ろ
に
由
来
し
て
い
る
と
思
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で

あ
る
な
ら
ば
、
筆
者
を
含
め
、
後
進
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
ま
だ

大
き
い
か
ら
で
あ
る
。

(
l
)

拙
著
『
中
・
近
世
山
村
の
景
観
と
構
造
』
（
校
倉
書
房
、
二

0
0
ニ

年
）
。
拙
稿
「
〈
山
村
〉
概
念
の
歴
史
性
ー
そ
の
視
点
と
表
象
を
め
ぐ
っ

て
」
（
『
民
衆
史
研
究
」
六
九
号
、
二

0
0
五
年
）
。

(
2
)

『
網
野
善
彦
著
作
集
』
一

1
一
八
巻
・
別
巻
（
岩
波
沓
店
、
二

0
0
七

ーニ
0
0
九
年
）
。

(
3
)

網
野
善
彦
『
甲
斐
の
歴
史
を
よ
み
直
す
ー
開
か
れ
た
山
国
」
（
山
梨
日

日
新
聞
社
、
二

0
0
三
年
）
。

(
4
)

ほ
か
に
、
紀
伊
半
島
に
関
し
て
述
べ
た
「
半
島
社
会
の
特
質
を
め

ぐ
っ
て
」
（
『
半
島
・
海
と
陸
の
生
活
と
文
化
j

雄
山
閣
出
版
、
一
九
九

六
年
）
が
『
海
民
と
日
本
社
会
」
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
八
年
）
に
所

収
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
「
紀
州
の
山
村
と
海
民
」
に
改
題
さ
れ
て
、
「
山

村
」
を
題
目
に
含
む
形
に
な
っ
た
。

(
5
)

高
取
正
男
「
古
代
の
山
民
に
つ
い
て
」
（
『
史
窓
j

―
六
号
、
一
九
六

0
年
）
。
網
野
は
、
『
中
世
の
非
農
業
民
と
天
皇
」
や
「
中
世
の
旅
人
た

ち
」
で
引
用
し
て
い
る
。

(
6
)

網
野
善
彦
『
中
世
民
衆
の
生
業
と
技
術
』
付
論
一
（
東
京
大
学
出
版

会
、
二

0
0
一
年
）
。
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た
い
さ
く
）

(
7
)

例
え
ば
、
伊
藤
喜
良
「
非
農
業
民
と
南
北
朝
時
代
ー
網
野
善
彦
氏
を

め
ぐ
っ
て
」
（
『
歴
史
評
論
』
六
六
二
号
、
二

0
0
五
年
）
。
桜
井
英
治

「
非
農
業
民
と
中
世
経
済
の
理
解
」
（
『
年
報
中
世
史
研
究
』
三
二
号
、
ニ

0
0
七
年
）
。

(8)

例
え
ば
、
前
掲
注

(
l
)
拙
著
第
一
章
、
お
よ
び
安
室
知
「
存
在
感
な

き
生
業
研
究
の
こ
れ
か
ら
ー
方
法
と
し
て
の
複
合
生
業
論
」
（
『
日
本
民

俗
学
」
一
九

0
号
、
一
九
九
二
年
）
を
参
照
。

(9)

例
え
ば
、
拙
稿
「
焼
畑
に
よ
る
山
地
植
生
の
利
用
と
開
発
ー
一
七
ー

一
八
世
紀
の
紀
伊
山
地
を
例
と
し
て
」
（
宮
本
真
ニ
・
野
中
健
一
編
『
自

然
と
人
間
の
環
境
史
』
海
青
社
、
二

0
一
四
年
）
。

(10)

前
掲
注

(
l
)
。

(11)

安
藤
広
道
「
「
水
田
中
心
史
観
批
判
」
の
功
罪
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
研
究
報
告
j

―
八
五
集
、
二

0
一
四
年
）
。

(12)

伊
藤
寿
和
「
陸
の
生
業
ー
全
体
像
と
多
様
性
の
実
態
解
明
に
向
け

て
」
（
『
列
島
の
古
代
史
二
暮
ら
し
と
生
業
」
岩
波
書
店
、
二

0
0
五

年）。

(13)

東
京
大
学
史
料
編
篠
所
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
よ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
平
安
遺
文
」
に
「
山
民
」
の
例

は
な
く
、
『
鎌
倉
遣
文
j

に
は
六
件
認
め
ら
れ
る
（
人
名
の
一
部
に
「
山

民
」
と
い
う
語
が
含
ま
れ
る
場
合
を
除
く
）
。
そ
の
う
ち
四
件
が
、
高

野
吉
野
境
論
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

h
日
足
N
ミ
w
a
p
.
h
i
.
u,
 tokyo. 

a
c
.
j
p
/
 s
h
i
p
s
/
 d
b
.
h
t
m
l
 

(14)

野
迫
川
村
史
絹
集
委
員
会
『
野
迫
川
村
史
」
（
野
迫
川
村
役
場
、
一
九

七
四
年
）
に
、
ま
と
ま
っ
た
概
観
が
あ
る
。

(15)

初
出
時
は
「
百
姓
」
で
な
く
「
山
人
」
だ
と
し
て
い
た
が
、
『
中
世

再
考
」
収
録
時
に
、
「
農
民
」
で
な
く
「
山
人
」
だ
と
修
正
さ
れ
た
。

(16)

白
水
智
「
知
ら
れ
ざ
る
日
本
ー
山
村
の
語
る
歴
史
世
界
」
（
日
本
放
送

出
版
協
会
、
二

0
0
五
年
）
。
白
水
智
・
池
谷
和
信
編
『
山
と
森
の
環

境
史
J(
文
一
総
合
出
版
、
二

0
1
―
年
）
。

（
こ
め
い
え

55 


	米家論文_ページ_1_2R
	米家論文_ページ_1_1L
	米家論文_ページ_2_2R
	米家論文_ページ_2_1L
	米家論文_ページ_3_2R
	米家論文_ページ_3_1L
	米家論文_ページ_4_2R
	米家論文_ページ_4_1L
	米家論文_ページ_5_2R
	米家論文_ページ_5_1L
	米家論文_ページ_6_2R
	米家論文_ページ_6_1L
	米家論文_ページ_7_2R
	米家論文_ページ_7_1L



